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2広報このうら

金
浦
町
広
報
第
一
号
は
、
Ｂ
４
版

で
表
と
裏
に
記
事
を
書
い
た
６
ペ
ー

ジ
も
の
で
し
た
。

昭
和
43
年
４
月
30
日
発
行
の
第
１

２
８
号
は
紙
面
サ
イ
ズ
を
Ｂ
５
版
と

し
、
紙
面
も
発
行
以
来
初
め
て
の
２

桁
ペ
ー
ジ
（
14
ペ
ー
ジ
）
と
な
り
ま

し
た
。

平
成
６
年
４
月
１
日
発
行
の
第
４

３
９
号
か
ら
は
サ
イ
ズ
を
Ａ
４
版
と

し
、
平
成
12
年
５
月
１
日
号
の
第
５

１
２
号
か
ら
は
２
色
刷
紙
面
と
し
ま

し
た
。

毎
月
１
日
発
行
と
な
っ
た
の
は
昭

和
64
年
７
月
１
日
発
行
の
第
３
８
３

号
か
ら
で
、
そ
れ
ま
で
は
毎
月
15
日

の
発
行
で
し
た
。

56
年
間
の
広
報
発
行
総
部
数
は
５

７
６
部
、
総
ペ
ー
ジ
数
は
５
、
３
９

７
ペ
ー
ジ
に
も
の
ぼ
り
ま
し
た
。

金
浦
町
広
報
紙

56
年
の
歴
史

▲昭和25年に第１号が発行され、最終号は576号

s
昭
和
25
年
11
月
30
日
に
発
行
さ
れ
た

第
１
号
広
報
紙

名
称
は
「
公
民
館
報
」
６
ペ
ー
ジ
で

し
た
。

金
浦
町
の
広
報
紙
は
、
昭
和
25
年
11
月
30
日
、
第
一
号

が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
の
名
前
は
、「
公
民
館
報
」。

そ
れ
か
ら
56
年
。
時
代
の
流
れ
、
そ
し
て
金
浦
町
の
発
展

と
と
も
に
歩
み
、
紙
面
の
形
態
や
内
容
を
変
化
さ
せ
な
が

ら
町
民
の
皆
様
に
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
お
伝
え
し
て
き
ま

し
た
。

長
い
間
ご
愛
読
い
た
だ
き
、
そ
し
て
支
え
て
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

広
報
「
こ
の
う
ら
」
は
今
回
が
最
終
号
と
な
り
ま
し
た
。

56
年
間
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



3 広報このうら

▲紙面２色刷へ。表紙は勢至公園
での観桜会

（平成12.５.１ 第512号）

毎
月
、
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
と
目
に

入
る
お
な
じ
み
の
「
あ
の
」
コ
ー
ナ

ー
。
誕
生
し
た
時
期
は
い
つ
頃
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

○
慶
弔
だ
よ
り

こ
の
コ
ー
ナ
ー
が
は
じ
め
て
紙
面

に
登
場
し
た
の
は
、
昭
和
36
年
６
月

１
日
第
59
号
で
す
。
こ
の
号
の
結
婚

組
数
を
見
る
と
月
に
30
組
弱
と
今
で

は
と
て
も
考
え
ら
れ
な
い
ぐ
ら
い
の

多
さ
で
す
。

○
ほ
っ
と
一
息
テ
ィ
ー
タ
イ
ム

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
創
刊
当
時
か
ら

「
編
集
後
記
」「
あ
と
が
き
」「
う
み

な
り
」「
つ
ぶ
や
き
」
な
ど
名
前
を

変
え
て
登
場
し
て
い
ま
す
。
ス
ペ
ー

ス
の
都
合
で
掲
載
さ
れ
な
い
こ
と
も

多
い
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

○
仕
事
い
ろ
い
ろ
夢
た
く
さ
ん

第
１
回
目
は
、
昭
和
54
年
３
月
15

日
２
５
９
号
で
し
た
。
こ
の
頃
の
名

称
は
「
チ
ビ
ッ
コ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」。

子
供
た
ち
の
登
場
す
る
コ
ー
ナ
ー
は

昔
か
ら
人
気
が
高
い
。

○
町
長
一
口
メ
モ

昭
和
48
年
10
月
15
日
か
ら
昭
和
58

年
３
月
15
日
第
３
０
７
号
ま
で
連
載
。

○
会
社
訪
問

昭
和
61
年
１
月
15
日
第
３
４
１
か

ら
12
月
15
日
第
３
５
２
号
ま
で
の
わ

ず
か
１
年
間
と
い
う
短
い
連
載
で
し

た
。

お
な
じ
み

「
あ
の
」
コ
ー
ナ
ー
は
？

▲金浦町広報から広報このうらへ
名称を変更。小中学校給食開始
の記事掲載

（昭和37.11.５ 第76号）

▲公民館報から金浦町広報へ名称
を変更。漁業協同組合事務所、
魚市場竣工の記事掲載

（昭和32.11.１ 第31号）

▲第32回町民運動会セレモニーの
様子　 （平成２.８.１ 第395号）

▲金浦バイパス開通
（昭和57.10.15  第302号）

▲急ピッチで進む金浦漁港修築工事
（昭和44.７.15  第143号）

今
ま
で
の
全
て
の
広
報
紙
を

Ｃ
Ｄ
化
し
ま
す

現
在
、
今
ま
で
発
行
し
た
全
て

の
町
広
報
紙
を
デ
ジ
タ
ル
化
に
し
、

Ｃ
Ｄ
に
収
め
る
作
業
を
進
め
て
お

り
、
９
月
中
旬
頃
に
は
完
成
す
る

予
定
で
す
。

過
去
の
広
報
紙
は
、
そ
の
時
々

の
時
代
の
出
来
事
を
知
る
貴
重
な

資
料
と
も
な
り
ま
す
し
、
ま
た
自

分
の
ふ
る
さ
と
を
懐
古
す
る
資
料

と
し
て
も
、
と
て
も
有
意
義
な
も

の
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

町
民
の
み
な
さ
ん
で
必
要
な
方

に
対
し
ま
し
て
は
、
コ
ピ
ー
し
て

差
し
上
げ
る
予
定
で
す
。

今
後
の
広
報
紙
発
行

に
つ
い
て

に
か
ほ
市
で
は
、
広
報
紙

を
毎
月
１
日
と
15
日
の
２
回

発
行
す
る
予
定
で
す
。

配
布
方
法
や
紙
面
づ
く
り

な
ど
、
細
か
い
内
容
に
つ
い

て
は
現
在
、
担
当
部
署
で
打

ち
合
わ
せ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

に
か
ほ
市
広
報
に
つ
き
ま

し
て
も
、
ぜ
ひ
ご
愛
読
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
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▲若芽を食い荒らす野ウサギ狩り
（昭和45.３.15  第151号）

▲春の全国交通安全運動。この場所どこ
でしょうか???（昭和43.５.15  第129号）

▲新公民館竣工。どうぞお気軽にご利用ください。
（現エニワン建設地）（昭和38.６.25  第83号）

▲テレビの功罪。いよいよ秋田県にも10月からテレビの本放
送が開始されることに…（昭和34.７.15  第37号）

▲７月27日を金浦町記念日に設定
（昭和41.４.15  第115号）

▲軽装での夏の成人式好評成人式始まっ
て以来の夏開催（昭和44.９.15  第145号）

▲町章決まる。応募総数90点
（昭和44.１.１ 新年特集号）

▲新國道竣工する。
写真は観音潟前の
旧国道７号線

（昭和33.４.15
第33号）

金
浦
町
の
出
来
事 

① 

s
一
円
玉
と
五
円
玉
を
ご
っ
そ
り
寄
贈

（
昭
和
45
、９
、15
第
１
５
７
号
）



5 広報このうら

▲コミュニティーセンター建設工事の様子
（昭和51.11.15  第231号）

▲待望の電話自動化が実現！
（昭和50.３.15  第211号）

▲金浦漁港のシンボル、山王橋を撤去。
（昭和61.９.15  第349号）

▲第28回町民運動会の様子
（昭和61.８.15  第348号）

▲59年続いた有人駅に幕か？
（昭和56.７.15  第287号）

▲役場業務が土曜日閉庁に。
（平成５.３.１ 第426号）

▲いちじくワイン発表会～町の新たな特
産品として～　（平成４.７.１ 第418号）

s
前
金
浦
町
役
場
庁
舎
（
落
成
は
大
正
11
年
９
月
）

s
前
金
浦
町
役
場
庁
舎（
落
成
は
大
正
11
年
９
月
）

s
賞
金
を
懸
け
、
潟
の
浄
化
を
！

（
平
成
６
、８
、１
第
４
４
３
号
）
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８
月
７
日
、
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
で
平
成
17
年
度
の
成
人
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
成

人
者
は
64
名
で
、
式
典
に
は
52

名
の
方
々
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
の
表
情
は
少
し
緊
張

ぎ
み
だ
っ
た
も
の
の
、
式
典
後

に
は
元
気
な
明
る
い
表
情
を
見

せ
、
懐
か
し
い
顔
を
見
つ
け
て

は
写
真
を
撮
っ
た
り
、
お
し
ゃ

べ
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
の
講
話
で
は
町

長
が
、「
若
い
気
持
ち
を
い
つ

ま
で
も
持
ち
続
け
、
物
事
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
」
と
激

励
。「

記
念
写
真
撮
影
」
を
行
い
、

最
後
に
は
「
海
（
そ
と
）
か
ら

故
郷
を
見
つ
め
よ
う
」
と
、
体

験
航
海
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
17
年
度
成
人
者

【
岡
の
谷
地
一
区
】
青
山
　
麗
子
、
佐
々
木
由
佳

佐
藤
　
百
華
、
佐
々
木
亜
衣

【
岡
の
谷
地
二
区
】
池
田
亜
由
美

【
上
町
一
区
】
佐
藤
　
愛
里

【
上
町
二
区
】
加
藤
　
千
佳
、
木
村
　
　
均

【
南
金
浦
区
】
佐
藤
　
玲
華

【
十
二
林
一
区
】
佐
藤
有
希
子

【
十
二
林
二
区
】
佐
々
木
　
駿

【
山
　
王
　
区
】
越
川
　
　
愛
、
三
浦
亜
由
子

【
花
　
潟
　
区
】
小
川
　
拓
也
、
長
谷
川
茉
莉

須
藤
　
聖
人

【
駅
通
り
区
】
北
岡
　
志
麻

【
新
町
三
区
】
佐
々
木
真
奈
、
本
藤
　
瑶
菜

【
新
丁
一
区
】
佐
藤
　
友
里
、
鎌
田
　
裕
人

【
新
丁
二
区
】
齊
藤
　
貴
愛

【
堀
　
切
　
区
】
小
林
　
喜
孝
、
小
林
　
圭
太

三
浦
　
哲
太
、
三
浦
　
裕
太

【
踏
切
二
区
】
竹
内
　
一
誠
、
佐
藤
　
　
鋭

【
北
　
向
　
区
】
齊
藤
　
美
祐
、
齊
藤
　
崇
晃

【
北
金
浦
一
区
】
佐
藤
　
将
喜

【
北
金
浦
二
区
】
伊
藤
　
将
康
、
佐
々
木
　
唯

佐
藤
　
武
範

【
浜
金
浦
一
区
】
齊
藤
　
恵
章
、
佐
藤
　
　
悠

【
浜
金
浦
二
区
】
板
垣
　
　
優
、
渡
部
　
紘
美

田
宮
　
弓
子

【
塩
焚
浜
区
】
小
東
　
枝
里
、
小
林
　
裕
美

【
赤
石
一
区
】
後
藤
　
美
香
、
伊
藤
慎
太
郎

柴
田
　
　
渡
、
鎌
田
　
友
裕

佐
藤
　
　
圭

【
高
森
団
地
】
佐
々
木
　
優

【
大
竹
一
区
】
佐
々
木
将
晃

【
大
竹
二
区
】
今
野
　
啓
太
、
佐
々
木
　
公

今
野
　
善
仁

【
大
竹
三
区
】
今
野
　
　
晃
、
阿
部
　
孝
幸

阿
部
　
史
雅
、
今
野
　
泰
孝

【
前
川
一
区
】
伊
藤
可
奈
恵
、
菅
原
　
　
光

【
飛
　
　
　
区
】
佐
々
木
羽
純

【
黒
　
川
　
区
】
佐
々
木
敦
子
、
佐
々
木
　
渉

川
北
　
篤
志

【
夢
が
丘
区
】
阿
部
　
　
望

【
そ
　
の
　
他
】
渋
谷
　
大
地
、
池
田
　
　
将

─ 平成17年度成人式 ─ 
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月
15
日
、
第
15
回
湾
頭
ま
つ

り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

旧
金
浦
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
の
開

催
予
定
で
し
た
が
、
前
日
か
ら
の
雨

で
急
遽
、
旧
金
浦
小
学
校
体
育
館
と

校
庭
を
利
用
し
て
行
い
ま
し
た
。

ま
つ
り
で
は
、
神
楽
保
存
会
に
よ

る
「
金
浦
神
楽
」
が
披
露
さ
れ
た
後
、

歌
謡
・
民
謡
シ
ョ
ー
と
盆
踊
り
、
ま

た
梅
若
芸
能
企
画
一
行
、
町
の
カ
ラ

オ
ケ
名
人
の
阿
部
忠
男
さ
ん
ら
が
歌

声
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
つ
り
の
中
盤
に
は
、
東
北
を
代

表
す
る
夏
祭
り
「
秋
田
竿
灯
」
の
大

若
３
本
と
小
若
２
本
が
登
場
。
光
の

稲
穂
と
そ
の
妙
技
に
ひ
と
き
わ
大
き

な
歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
の

は
花
火
の
打
ち
上
げ
。
今
年
は
、
昨

年
度
に
花
火
が
中
止
と
な
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
打
ち
上
げ
の
数
を
大
幅
に

増
や
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

夏
の
夜
空
に
大
き
な
湾
頭
の
花
火

が
打
ち
上
が
り
ま
し
た
。

８
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７
月
30
日
、
金
浦
小
学
校
で
「
浜

っ
子
七
夕
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
は
児
童
ら
が
手
作
り
で

飾
り
付
け
た
大
き
な
笹
が
掲
げ
ら
れ
、

七
夕
の
雰
囲
気
を
一
層
盛
り
上
げ
ま

し
た
。

グ
ラ
ン
ウ
ン
ド
で
は
、
児
童
ら
が

O

よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ンø

披
露
。
ま

た
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
店
、
お
も
ち

ゃ
店
な
ど
が
出
店
さ
れ
ま
し
た
。
外

が
夕
闇
に
包
ま
れ
は
じ
め
る
と
七
夕

の
火
を
前
に
願
い
事
を
発
表
し
、
最

後
に
は
会
場
に
訪
れ
た
保
護
者
ら
と

花
火
を
楽
し
み
ま
し
た
。

▲家族たちと一緒に
夏の一夜を楽しむ施設利用者ら

▲児童らが飾り付けた笹の葉
▲お店で買い物を楽しむ児童ら

８
月
５
日
、「
浩
寿
苑
」
で
夏
ま

つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
施
設
利
用
者
ら
と
家
族
、

町
民
の
皆
さ
ん
が
一
緒
に
な
っ
て
夏

の
一
夜
を
過
ご
し
ま
し
た
。
ま
つ
り

に
は
、
焼
き
そ
ば
や
焼
き
鳥
、
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
な
ど
の
夜
店
の
ほ
か
、

子
供
た
ち
に
人
気
の
射
的
、
投
げ
輪

な
ど
も
設
置
さ
れ
、
会
場
内
に
は
食

べ
物
を
求
め
る
人
や
子
供
た
ち
の
賑

や
か
な
声
が
響
き
ま
し
た
。

ま
た
、
金
浦
神
楽
や
施
設
職
員
に

よ
る
「
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
」、
踊

り
な
ど
が
披
露
さ
れ
、

催
し
物
に
見
入
り
な

が
ら
、
食
事
と
会
話

を
楽
し
む
人
々
の
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

│
浩
寿
苑
で
夏
祭
り
│

■
航
海
メ
モ

開
南
丸
は
と
て
も
順
調
に
航
走
し
て

い
ま
す
。
出
航
直
後
の
暴
風
雨
は
一
場

の
悪
夢
だ
っ
た
と
思
え
る
ほ
ど
に
、
そ

の
後
の
海
は
穏
や
か
に
船
足
も
快
調
で

し
た
。
一
日
の
航
程
は
、
こ
の
と
こ
ろ

八
○
〜
一
○
○
マ
イ
ル
平
均
で
す
。

し
か
し
、
船
が
平
穏
無
事
に
進
行
す

る
の
は
結
構
な
こ
と
に
違
い
あ
り
ま
せ

ん
が
、
隊
員
は
船
の
生
活
に
慣
れ
て
く

る
と
、
そ
ろ
そ
ろ
退
屈
の
虫
が
腹
の
中

で
鳴
き
始
め
ま
す
。

そ
れ
で
も
最
初
の
う
ち
は
、
読
書
を

し
た
り
書
き
物
を
し
た
り
し
て
紛
ら
わ

せ
て
い
ま
す
。
夜
は
蓄
音
機
に
レ
コ
ー

ド
を
か
け
て
聴
く
の
が
、
隊
員
た
ち
の

最
大
の
楽
し
み
で
し
た
。

多
田
恵
一
の
「
南
極
探
検
私
録
」
は
、

航
海
中
の
隊
員
の
暮
ら
し
振
り
や
人
間

模
様
と
い
っ
た
も
の
を
窺
わ
せ
て
く
れ

る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
よ
る

と
、
レ
コ
ー
ド
は
義
太
夫
か
ら
浪
曲
、

端
唄
、
長
唄
、
琵
琶
ま
で
七
○
枚
あ
ま

り
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
多
田
は
ま
た

尺
八
を
携
行
し
て
お
り
、
こ
れ
を
月
夜

の
甲
板
で
吹
鳴
す
る
の
を
楽
し
み
に
し

て
い
た
と
い
い
ま
す
。

航
海
中
の
最
大
の
楽
し
み
は
、
や
は

り
食
べ
る
こ
と
で
し
た
。

十
二
月
九
日
、
カ
ツ
オ
が
大
量
で
し

た
。
多
少
は
旬
を
外
れ
て
い
る
と
は
い

っ
て
も
、
獲
れ
た
ば
か
り
の
イ
キ
の
い

い
カ
ツ
オ
は
や
は
り
美
味
し
い
も
の
で

す
。そ

の
翌
日
は
マ
グ
ロ
が
獲
れ
ま
し
た
。

高
川
水
夫
長
の
「
マ
グ
ロ
が
獲
れ
た

ぞ
！
」
の
声
に
昼
食
中
だ
っ
た
隊
員
た

ち
は
、
箸
を
放
り
出
し
て
飛
び
出
し
て

い
き
ま
し
た
。
一
尺
五
、
六
寸
（
約
五

○
セ
ン
チ
前
後
）
も
あ
る
見
事
な
マ
グ

ロ
で
し
た
。

十
二
月
二
十
九
日
、
東
京
湾
を
出
航

し
て
、
ち
ょ
う
ど
一
ヵ
月
目
に
し
て
赤

道
を
通
過
し
ま
し
た
。
午
前
六
時
二
○

分
、
野
村
船
長
が
「
い
よ
い
よ
南
緯
に

入
れ
り
」
と
宣
言
し
て
、
赤
道
通
過
を

隊
員
に
通
知
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
う
は
い
う
も
の
の
、
ま

わ
り
に
島
ひ
と
つ
見
え
ず
、
船
の
一
隻

に
も
会
い
ま
せ
ん
。
ま
っ
た
く
何
の
変

哲
も
な
い
赤
道
通
過
で
し
た
。

十
二
月
三
十
一
日
、
感
慨
深
い
明
治

四
十
三
年
も
大
晦
日
と
な
り
ま
し
た
。

年
越
し
そ
ば
を
食
べ
な
が
ら
、「
今
年

は
借
金
取
り
が
来
な
く
て
助
か
る
な
…

…
」
な
ど
と
隊
員
達
は
冗
談
を
交
わ
し

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
な
ん
と
な
く

し
ん
み
り
し
た
大
晦
日
で
し
た
。
無
理

も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
一
年
を
振
り
返

っ
て
み
る
と
、
身
の
上
の
変
化
が
あ
ま

り
に
も
大
き
す
ぎ
ま
し
た
。
去
年
の
今

ご
ろ
、
こ
の
隊
員
の
誰
が
南
極
探
検
な

ど
に
参
加
す
る
と
思
っ
て
い
た
で
し
ょ

う
か
。
隊
長
の
矗
に
し
て
も
、
今
、
念

願
の
南
極
探
検
の
船
中
に
い
る
こ
と
が
、

半
ば
夢
見
心
地
で
あ
っ
た
に
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。

開
南
丸
は
出
航
以
後
こ
の
日
ま
で
、

三
十
三
日
間
の
航
走
距
離
は
二
、
八
三

七
マ
イ
ル
（
約
四
、
五
六
五
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
）
に
達
し
ま
し
た
。

ち
な
み
に
ス
コ
ッ
ト
隊
の
テ
ラ
・
ノ

ヴ
ァ
号
は
こ
の
日
、
南
極
大
陸
の
ア
ド

ミ
ラ
ル
・
テ
ィ
ー
山
脈
を
確
認
し
て
い

ま
す
。

一
月
四
日
、
時
々
ス
コ
ー
ル
が
襲
い

ま
す
。
隊
員
達
は
ス
コ
ー
ル
が
来
る
た

び
、
裸
に
な
っ
て
甲
板
に
飛
び
出
し
、

体
を
洗
い
ま
す
。
ス
コ
ー
ル
は
天
然
の

シ
ャ
ワ
ー
で
し
た
。
風
は
追
手
で
、
帆

走
が
小
気
味
よ
い
も
の
で
し
た
。
今
日

の
航
走
距
離
は
一
一
○
マ
イ
ル
と
快
調

で
し
た
。

ス
コ
ッ
ト
隊
は
、
こ
の
日
、
ロ
ス
島

西
岸
エ
ン
バ
ス
岬
に
基
地
を
定
め
、
荷

揚
げ
作
業
に
と
り
か
か
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ア
ム
ン
ゼ
ン
隊

一
行
は
、
こ
の
日
ま
だ
南
極
に
上
陸
し

て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
そ
れ
で
も
鯨
湾

を
目
前
に
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

そ
こ
に
接
岸
し
た
の
は
一
月
十
四
日
、

ス
コ
ッ
ト
隊
に
十
日
遅
れ
て
い
ま
し
た
。

※
参
考
引
用
文
献

白
瀬
京
子
『
雪
原
へ
ゆ
く
』

郷
土
の
偉
人 

白
瀬
　
矗 

（
第
五
十
二
回
）

│
浜
っ
子
七
夕
│
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平成17年国勢調査〈10月1日〉
－数字から 明日の日本を 夢デザイン －

10月１日（土）に、全国いっせいに国勢調査を行います。
今回の国勢調査は、人口減少社会を迎えつつある我が国の人口・世帯の最新の
実態を明らかにし、国や都道府県・市区町村の行政の基礎資料として、
少子高齢社会への取組や皆さんのまちづくりなどにいかされます。
国勢調査の重要性をご理解いただき、ご協力をお願いします。

総務省統計局
都 道 府 県
市 区 町 村

国勢調査

日本にふだん住んでいるすべての人が対象

国勢調査は、日本にふだん住んでいるすべての人が対象となります。10月１日現在、その人が３か月
以上住んでいるか、住むことになっている場所で、世帯ごとに調査を行います。
日本にふだん住んでいる外国の方も、調査の対象となります。

調査のしくみ

調査は、下のような流れで、国勢調査員が調査票を各世帯に配布し、回収する方法によって行います。

総務省統計局 → 都道府県 → 市区町村 → 国勢調査指導員 → 国勢調査員 → 世帯

調査票の配布と回収

９月下旬から10月上旬にかけて、国勢調査員が皆さんのお宅へ、調査票の配布と回収にうかがいます。
その際、「単身で暮らしている方」、「共働きの方」、「出張や旅行中の方」などでお留守の場合は、「連絡
メモ」により、訪問にご都合のよい日時や連絡方法をおたずねしますので、国勢調査員や市区役所、町
村役場の国勢調査担当係までご連絡ください。

調査結果の利用

◎法令に基づく利用
都道府県や市区町村議会の議員定数の決定、地方交付税の算定基準、市や指定都市の設置要件などは、
法令によって国勢調査の人口を用いることになっています。
◎福祉施策や雇用対策など行政上の施策への利用
国や都道府県・市区町村における都市計画などの計画や経済政策、福祉施策、雇用対策、防災対策、
生活環境の整備など各種の行政の基礎資料として利用されます。
◎将来人口の推計など行政の基礎資料や教育への利用
将来人口の推計、出生率などの人口分析、地理学・社会学・経済学などの学術研究のほか、小・中学
校などの教育用資料として利用されます。
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介護保険をご利用のみなさまへ

① 施設利用時の「居住費」と「食費」が自己負担となります。

なぜ、居住費と食費が自己負担となるのですか？

施設に入所している人の「居住費」と「食費」は介護保険から給付されていましたが、在宅の人は「居住
費」と「食費」を自己負担しており、施設に入所している人にも在宅の人と同様に自己負担をお願いするこ
とになりました。自己負担額は施設との契約内容により異なりますので、こ利用の際に施設にお問い合わせ
ください。
居住費とは：施設の利用代＋電気、ガス、水道等の高熱水費に相当する費用
食　費とは：食材料費＋調理コストに相当する費用　※栄養管理は保険給付対象

対象となる施設およびサービス
○介護老人福祉施設・介護老人保健施設・介護療養型医療施設
○ショートステイにおける居住費と食費
○通所介護と通所リハビリテーションにおける食費

◇所得の低い人は軽減されます。（「特定入所者介護（支援）サービス費」）（通所サービスは除く）

所得の低い人の施設利用が困難にならないよう、所得の段階（利用者負担段階）に応じた自己負担限度額
が決められ限度額までの支払となります。限度額を超えた分は介護保険から給付されます。

※（ ）内は特別養護老人ホームに入所または短期入所生活介護を利用した場合の額。

負担の軽減を受けるためには、市町の窓口に申請し、「介護保険負担限度額認定証」
の交付を受け、サービスを受けるときに事業者に提示することが必要です。

② 介護サービス費用の利用者負担の上限額が変わります。

所得の低い方の負担を軽減するため、世帯全員が住民税非課税の方の利用者負担の上限額が見直されます。
下表の上限額を超えた分は高額介護サービス費として後から払い戻されます。

申請が必要です！

利　用　者　負　担　段　階
1日あたりの居住費 1日あたりの

従来型個室 多床室 食　　　費

第１段階 ・老齢福祉年金受給者で世帯全員が住民税非課税 490円 0円 300円・生活保護の受給者等 （320円）

第２段階 ・世帯全員が住民税非課税 490円 320円 39O円（合計所得金額と年金収入が年間80万円以下の方） （420円）

第３段階 ・世帯全員が住民税非課税 １,310円 320円 650円（第１段階と第２段階以外の方） （820円）

現　　在 負担上限額

・老齢福祉年金受給者で世帯全員
が住民税非課税 15,000円

・生活保護受給者

・世帯全員が住民税非課税 24,600円

・一般 37,200円

平成17年10月から 負担上限額

・老齢福祉年金受給者で世帯全員
が住民税非課税 15,000円

・生活保護受給者
・世帯全員が住民税非課税

合計所得金額と年金収入が
年間80万円以下の方

15,000円

・世帯全員が住民税非課税
（上記以外の方）

24,600円

・一般 37,200円

（ ）

お問合せ先

金浦町役場 健康福祉課

電話38-4200



11 広報このうら

○供給テストとは？
来年の9月から11月に行う「熱量変更作業」を行う前に、変更後のガスを

円滑に安定して供給することができるかどうか、あらかじめ確認するもので
す。
テストは、ガスの使用量が最も多い時間帯（夕方）に行います。

○遮断テストとは？
ガスの導管の遮断状況を確認するもので、ガスメー

ターに測定器を取り付けて、圧力調査を行います。
テストは、ガスの使用量が最も少ない時間帯（深夜）

に行います。

◇熱要変更に伴う今回の作業は、金浦町、仁賀保町、象潟町のガス水道事業所の
職員のほか、東北地方の各ガス事業者、工事指定店の協力を得て行います。

係員は、「仁賀保地区ガス熱量変更推進本部」が発行する身分証明
書を携帯しておりますので、必ずご確認ください。

～仁賀保地区ガス熱量変更推進本部からのお知らせ～

みなさまが現在お使いの都市ガスは、来年の9月から11月にかけて熱量の変更が
行われます。
この熱量の変更作業を行うにあたり、今回、9月29日（木）･10月4日（火）･10月6日
（木）の3日間、ガスの「供給･遮断テスト作業」を行います。作業中は道路での車両通
行の規制や、作業に伴い各家庭へ係員がお伺いする場合もございます。
皆様のご協力をお願いいたします。

※熱量変更作業とは？

現在お使いいただいているガス「５ＡＮ」を「13Ａガス」という種別に切り替えることをいいます。
熱量変更作業には、①ガス管の中のガスを５ＡＮガス→13Ａガスに切り替える作業と、②お客様が

現在ご使用のガス器具を13ガスが使用できるように調整する作業があります。
これにより、ガス器具を全国どこでも同じものを使えるようになるなどのメリットがあります。
現在、来年９月から11月に全ての切り替え作業が完了するように作業を進めています。

熱量変更に関するお問い合わせは、
仁賀保地区ガス熱量変更推進本部（TEL.0184－32－4441）まで

※作業期間中でも、
通常どおりガスをご利用いただけます。
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こんなときは、届け出を！
届け出を忘れていて、気がつくと「１年分の保険料の納付通知が届いた」なんてことになったら大変

です。届け出は、忘れずに行いましょう！　※届け出は、14日以内にすみやかに行いましょう！

【現在、第１号被保険者の人】

【現在、第２号被保険者の人】

【現在、第３号被保険者の人】

金浦町における交通事故発生状況

金浦駐在所
「セーフティロード金浦」
～めざせ交通事故のない町～

笑顔印 笑顔印 

区　分 7月中の事故 平成17年累計
（１～７月）

平成16年累計
（１～７月）

２件 11件 12件
０人 ０人 ０人
３人 17人 17人
２件 27件 37件

件 数
死 者
傷 者

物損事故

人
身
事
故

Vol.66

①子供と高齢者の交通事故防止
夕暮れ時の歩行者と自転車に注意し、思いや
り運転しましょう。
②シートベルト・チャイルドシートの着用

車に乗ったら、まずシートベルト・チャイル
ドシートを。
③飲酒運転の徹底追放

「酒を飲んだら運転しない」を徹底して実践
しましょう。

子供とお年寄りを交通事故から守ろう
～秋の全国交通安全運動～
9月21日～30日

地
域
の
お
祭
り
や
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、

地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
ご
活

用
い
た
だ
こ
う
と
、
こ
の
た
び
音
響
設
備
を
整
備

い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
宝
く
じ
の
収
入
を
財
源
に

（
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て
い

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用
し

て
購
入
し
た
も
の
で
す
。
今
回
購
入
し

た
音
響
設
備
を
有
効
に
ご
活
用
い
た
だ

き
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
輪
を
大
き

く
広
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
申
込
先

金
浦
町
役
場
企
画
課

T

38-

４
３
０
０

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
活
動
に

音
響
設
備
を
貸
し
出
し
し
ま
す

│
│
平
成
17
年
度
宝
く
じ
助
成
金
で
整
備

▲今回購入した音響設備

こんなとき 届出先 必要なもの
会社員・公務員になった 勤務先 年金手帳
住所・氏名が変わった 市町村役場 年金手帳
結婚して、会社員や公務員の被扶養配偶者になった 配偶者の勤務先 配偶者の勤務先へご確認ください

こんなとき 届出先 必要なもの

年収が130万円を超えた 市町村役場 年金手帳、扶養からはずれた
年月日のわかる書類

60歳前に会社員・公務員になった 勤務先 年金手帳

配偶者が第１号被保険者になった 市町村役場 年金手帳、配偶者の離職年月日の
わかる書類

自分が60歳未満で扶養者が年金を受給し始めた 市町村役場 年金手帳

こんなとき 届出先 必要なもの
60歳になる前に職場を退職した 市町村役場 年金手帳、離職年月日のわかる書類
職場を退職し、自営業者の被扶養配偶者になった 市町村役場 年金手帳、離職年月日のわかる書類
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◆日　時 ９月21日d
◆場　所 保健センター
◆受　付 ４カ月児　　13：10～13：20

７カ月児　　13：10～13：20
10カ月児　　13：20～13：30
12カ月児　　13：30～13：40

◆対　象 平成16年９月、11月、平成17年２月、
５月に生まれた乳児と前回の健診を
受けられなかった乳児

◆持ち物 母子健康手帳、アンケート票、
バスタオル

※４カ月児、７カ月児健診の対象者は、離乳食
講習がありますので、受付時間に遅れないよう
にお願いします。また、「おんぶひも」があり
ましたら持参してください。

◆日　時 ９月７日d
◆場　所 保健センター
◆受　付 12：40～12：50
◆対　象 平成14年１月、２月、３月に生まれ

た幼児と前回の健診を受けられなか
った幼児

◆持ち物 母子健康手帳、歯ブラシ
３歳６カ月児アンケート票
３歳児歯科アンケート票

◆日　時 ９月８日e ９：00～12：00
◆場　所 保健センター（健康指導教室）
◆対　象 乳幼児とその家族

※お菓子、ジュースなどはご遠慮ください。

◆日　時 ９月12日b 9：00～11：30
◆場　所 保健センター

※健康づくりや介護に関することなど、保健師
による相談会です。どなたでもお越しください。

☆4.7.10.12カ月児健診☆

☆3歳6カ月～8カ月児健診☆

☆保健センターで遊ぼう☆

☆健康よろず相談☆

県中央男女共同参画センターと金浦町公民館、また
各団体とボランティアの方々の協力で、落語家桂文也
師匠の講演と落語で、今から、金浦町の意識改革に繋
がることを目的に講演を企画することができました。

「男女共同参画社会とは何か」を探り、各家庭の男
女関係（子供から大人まで）また、年を重ねるごとに
男性が強くなったりする家庭。女性が強くなったりす
る家庭。笑いの中に、意識改革の家族のふれあいの１
コマ１コマが見えるように語られ、聴きにいらした方
は大変満足。現実のここは変えなければいけないと、
辛口で指摘する。地域社会、職場などでの性差別場面
を指摘、聞いている私達も納得です。

講演終了後に披露された落語でも、男女共同参画を
テーマに語り、テンポの良いリズムと心をくすぐる話
に笑いが絶えませんでした。

「昔を変えることはできないが、今の自分と未来は
変えられる。自分が変わることで社会も変えられると
信じて下さい」

この言葉を聞き、参加されたみなさんは桂文也師匠
の言葉に自分らしく生きるためのパワーをいただき、
男女の性差を超えた男女共同参画と人権尊重へと社会
が変わるとおもいますので、地域の人達と一緒に「笑
って。感じて。気づいて。変わる。」の合言葉で邁進
したいものと心しております。
※Ｆ・Ｆ推進員とは……参画も責任も男女がfifty-fifty
ということから、その頭文字をとっています。

Ｆ・Ｆ推進員は地域での男女共同参画推進員のリー
ダーとして、平成13年から秋田県が設置したものです。

新しい自分と出会うために

金浦町Ｆ・Ｆ推進員

柴　田　禮　子

教育あれこれ
エッセイリレー

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大

臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
、
国
等
の

役
所
の
仕
事
や
仕
事
ぶ
り
に
対

す
る
苦
情
や
意
見
・
要
望
を
受

け
付
け
、
解
決
を
図
る
と
と
も

に
、
制
度
や
行
政
運
営
の
改
善

を
図
る
、
い
わ
ば
「
行
政
と
住

民
の
パ
イ
プ
役
」
で
す
。

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き

９
月
７
日
d

14
時
〜
16
時

■
と
こ
ろ

元
気
百
歳
館

■
金
浦
町
行
政
相
談
員

佐
藤
　
慈
明

行
政
相
談
の
お
知
ら
せ

８
月
５
日
か
ら
８
日
ま
で
、
愛
知

県
豊
橋
市
で
第
47
回
日
本
海
洋
少
年

団
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

■
主
な
成
績

◆
全
競
技
総
合
　
　
　
　
　
第
５
位

◇
手
旗
競
技
　
　
　
　
総
合
第
７
位

◇
カ
ッ
タ
ー
競
技

男
子
の
部
15
位
・
女
子
の
部
７
位

◇
結
索
競
技
　
　
　
　
　
　
　
２
位

結
索
団
体
競
技
　
　
　
　
　
優
勝

■
参
加
団
員

佐
々
木
綾
、
白
瀬
翔
子
、
中
津
育

美
、
碇
谷
奈
々
、
金
子
春
、
後
藤
彩

花
、
中
津
美
晴
、
今
野
広
夢
、
佐
藤

優
樹
、
渡
辺
慎
之
輔
、
佐
藤
栄
治
郎
、

金
子
夏
生
、
小
松
智
緒
、
阿
部

の
ん
、
佐
藤
梨
菜
、
三
船
真
帆
、

三
船
悠
里
、
佐
々
木
海
帆
、

佐
々
木
優
莉
、
須
藤
菜
穂
子

第
47
回
日
本
海
洋
少
年
団
全
国
大
会
参
加
団
数
74

│
│
全
競
技
総
合
　
第
５
位

▲大会に参加した団員たち
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■
９
月
７
日
d
締
切
り

¡

防
衛
大
学
校
（
推
薦
）

■
９
月
８
日
e
締
切
り

¡

２
等
陸
・
海
・
空
士

¡

一
般
曹
候
補
学
生

¡

曹
候
補
士

¡

航
空
学
生

■
９
月
30
日
f
締
切
り

¡

看
護
学
生

¡

防
衛
大
学
校

¡

防
衛
医
科
大
学
校

■
９
月
４
日
a

¡

時
間

午
後
１
時
30
分

¡

会
場

由
利
本
荘
市「
鶴
舞
会
館
」

¡

説
明
内
容

航
空
学
生
、
一
般
曹
候
補
学
生
、

曹
候
補
士
、
２
等
陸
・
海
・
空
士

■
９
月
９
日
f
、
９
月
21
日
d

¡

時
間

午
後
５
時

※
21
日
は
午
後
６
時

¡

会
場

由
利
本
荘
市「
鶴
舞
会
館
」

¡

説
明
内
容

防
衛
医
科
大
学
校
、
防
衛
大
学
校
、

看
護
学
生

※
家
庭
訪
問
に
よ
る
説
明
も
実
施
し

て
い
ま
す
。

■
問
合
先

由
利
本
荘
募
集
事
務
所

T

０
１
８
４-

22-

３
４
７
９

櫻庭　洋
ひろ

輝
き

（前川）

３人兄弟で末っ子の洋輝は、我が
家の元気印。なわとび、自転車、水
遊びと毎日元気に走り回っています。

夢は野球選手。お父さん、お兄ち
ゃんと特訓!?中です。

「
給
食
をたべ

て
る
と
こ
ろ
」

阿部　大
だい

輝
き

（花潟）

兄弟がいなくても、家族やお友達
とボール遊びや自転車乗りで、毎日
体を動かして遊ぶのがとても大好き
な大輝です。

「
お
外
で
遊
ん
で
い
る
よ
」

石山　綾
あや

乃
の

（十二林）

いつもひょうきんで、家族のみんなを
笑わせてくれます。

我が家のムードメーカーです。お兄ち
ゃんにも気配りをしてくれる、しっかり
ものの石山家の「スター」です。

将来は「ヨシモト興業」かナ？

「
み
ん
な
で
お
散
歩

し
て
る
と
こ
ろ
」

10
月
１
日
か
ら
の
に
か
ほ
市
で
の
業
務

開
始
に
向
け
、
現
在
、
金
浦
庁
舎
の
改
修

を
行
っ
て
い
ま
す
。

金
浦
庁
舎
に
は
、「
産
業
建
設
部
」
と
、

「
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
が
配
置
さ

れ
、
庁
舎
内
に
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
も

設
置
さ
れ
ま
す
。

工
事
は
９
月
30
日
ま
で
の
予
定
で
す
。

皆
様
に
は
来
庁
の
際
、
ご
迷
惑
を
お
掛
け

し
ま
す
が
、
新
し
く
な
る
「
に
か
ほ
市
役

所
金
浦
庁
舎
」
の
お
披
露
目
を
お
待
ち
く

だ
さ
い
。

役
場
庁
舎
を
改
修
中
！

▲改修中の役場庁舎外観

▲1階ロビー付近。正面にエレベーターが見えます

か
ん
が
る
ー 

組･

き
り
ん 

組
の
お
と
も
だ
ち 小熊　理

り

咲
さ

（塩焚浜）

人前では、ちょっとおすましさん。
でも、とってもおしゃべりな一面

もある女の子です。たまにお姉ちゃ
んと一緒に机に向かって頑張ってい
ますよ。

「
み
ん
な
で
お
散
歩
」

自
衛
官
等
の
締
切
り
に
つ
い
て

説
明
会
実
施
の
ご
案
内



「
あ
あ
、
あ
す
か
な
ん
て
、
本
当
に

生
ま
な
き
ゃ
よ
か
っ
た
な
あ
」

で
き
の
悪
い
娘
あ
す
か
に
容
赦
な
い

言
葉
を
浴
び
せ
る
母
静
代
。
愛
に
餓
え
、

愛
を
求
め
て
彷
徨
う
母
娘
の
再
生
の
物

語
。
97
年
刊
の
児
童
書
を
加
筆
修
正
し
、

幅
広
い
年
代
向
け
に
ま
と
め
た
改
訂
版
。

『ハッピーバースデー』

青木和雄、
吉富多美／著
金の星社

生
命
科
学
者
が
、「
般
若
心
経
」
を

美
し
く
明
晰
な
現
代
日
本
語
で「
心
訳
」。

生
命
の
根
源
に
宿
る
美
と
崇
高
を
描

く
日
本
画
の
巨
匠
と
の
感
動
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
で
、「
い
の
ち
の
意
味
」

を
伝
え
る
。

『生きて死ぬ智慧』

柳澤桂子／著
小学館

安
土
城
、
長
篠
城
、
大
阪
城
、
聚
楽

第
、
岡
崎
城
、
江
戸
城
な
ど
、
織
田
信

長
、
豊
臣
秀
吉
、
徳
川
家
康
に
ゆ
か
り

の
城
を
73
城
収
録
。
城
ま
た
は
城
跡
の

写
真
と
解
説
で
、
戦
国
時
代
を
駆
け
抜

け
た
３
武
将
の
野
望
と
夢
の
あ
と
を
伝

え
る
。
ア
ク
セ
ス
ガ
イ
ド
付
き
。

『天下取り73城』
～信長･秀吉･家康の
野望と夢のあと～
歴史群像シリーズ

学研

ぼ
く
の
お
う
ち
は
き
い
ろ
い
お
う
ち
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
小
さ
い
頃
か
ら
住

ん
で
い
た
お
う
ち
な
ん
だ
。
で
も
新
し

い
お
う
ち
を
建
て
る
こ
と
に
な
り
…
。

き
い
ろ
い
お
う
ち
を
め
ぐ
る
、
家
族

の
心
あ
た
た
ま
る
物
語
。
フ
ェ
ル
ト
や

毛
糸
を
と
り
入
れ
た
ス
テ
ッ
チ
絵
本
。

『ぼくの
きいろいおうち』
すまいるママ／著
ソニー・マガジンズ

お
中
元
の
お
礼
、
お
祝
い
へ
の
お
礼
、

お
悔
や
み
へ
の
お
礼
…
…
。
簡
単
そ
う

で
書
け
な
い
の
が
、
お
礼
状
。
そ
ん
な

人
の
た
め
に
お
礼
の
手
紙
や
は
が
き
や

カ
ー
ド
の
書
き
方
と
基
本
マ
ナ
ー
を
わ

か
り
や
す
く
カ
ラ
ー
で
解
説
し
ま
す
。

『お礼の　
手紙･はがき･カード』
～そのまま使える！
主婦の友ベストBOOKS～
主婦の友社
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風
鈴
の
窓
に
吊
る
さ
れ
音
響
を

お
盆
の
風
情
と
し
み
じ
み
と
聞
く

越
　
川
　
キ
エ
コ

お
盆
に
は
家
族
揃
っ
て
墓
参
り

墓
碑
を
洗
い
て
花
手
向
け
来
る

越
　
川
　
　
　
武

盆
休
み
父
似
母
似
の
顔
そ
ろ
い

貧
し
き
暮
ら
し
語
り
合
い
た
り

高
　
橋
　
卯
　
治

お
盆
に
と
植
え
た
花
々
咲
き
終
え
し

今
夏
の
暑
さ
雨
雲
逸
れ
て佐

　
藤
　
恵
美
子

何
処
に
で
も
面
影
残
し
逝
き
し
子
は

胸
に
沈
み
て
消
え
る
こ
と
な
し

佐
　
藤
　
つ
や
子

バ
ス
に
揺
れ
大
鳥
居
く
ぐ
り

い
で
は
の
研
修
山
伏
の
こ
と

今
　
野
　
坂
　
記

夜
の
帳
静
か
に
下
り
て
蝉
た
ち
は

森
の
木
霊
の
歌
に
眠
れ
る須

　
藤
　
恵
美
子

夏
花
火
過
ぎ
し
日
の
記
憶
照
ら
し
出
し

は
か
な
く
夜
空
に
燃
え
て
散
り
行
く

森
　
　
　
と
し
子

炎
天
に
海
岸
ゆ
け
ど
工
事
中

禁
止
の
札
の
お
ち
こ
ち
に
立
つ

佐
　
藤
　
幸
　
一

木
魚
打
ち
鉦
を
鳴
ら
し
て
経
読
め
ば

父ち
ち

母は
は

御お

出で

座ま

し
盂う

蘭ら

盆ぼ
ん

な
れ
ば

細
　
田
　
文
　
夫

金
浦
短
歌
会

衆
議
院
議
員
選
挙
が
９
月
11
日
a
に
行
わ
れ
ま
す
。
今
回
の
選
挙
は
、
日

本
の
進
路
を
決
め
る
重
要
な
選
挙
で
す
。
自
由
な
意
思
と
自
覚
を
も
っ
て
、

当
日
は
棄
権
す
る
こ
と
な
く
大
切
な
一
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

■
投
票
用
紙
は
３
種
類

¡

小
選
挙
区
選
挙

１
投
票
区
か
ら
１
人
の
議
員
を
選
出
し
ま
す
。
所
定
の
投
票
用
紙
に

「
候
補
者
氏
名
」
を
記
入
し
て
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

¡

比
例
代
表
選
挙

全
国
11
の
選
挙
区
（
ブ
ロ
ッ
ク
）
ご
と
に
行
わ
れ
、
各
政
党
の
得
票
数

に
応
じ
て
議
員
を
選
出
し
ま
す
。
所
定
の
投
票
用
紙
に
「
政
党
等
の
名
称
」

（
ま
た
は
そ
の
略
称
）
を
記
入
し
て
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

¡

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

最
高
裁
判
所
の
裁
判
官
が
適
任
か
ど
う
か
に
つ
い
て
有
権
者
の
判
断
を

問
う
審
査
で
す
。
罷
免
す
べ
き
と
考
え
る
裁
判
官
に
つ
い
て
、
投
票
用
紙

の
記
載
欄
に
「
×
」
の
記
号
を
記
載
し
て
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

■
投
票
で
き
る
人

金
浦
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
（
昭
和
60
年
９
月
12
日

以
前
に
生
ま
れ
た
人
で
、
３
ヶ
月
以
上
金
浦
町
に
居
住
し
、
住
民
基
本
台

帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
方
。）

■
投
票
は
朝
７
時
か
ら
、
６
つ
の
投
票
所
で
！

投
票
当
日
は
、
町
内
の
６
つ
の
投
票
区
ご
と
に
設
置
さ
れ
た
投
票
所
で
、

午
前
７
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で
投
票
で
き
ま
す
。
入
場
券
に
記
載
さ
れ
た

投
票
所
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
込
み
合
う
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
時
間

に
余
裕
を
も
っ
て
お
出
で
く
だ
さ
い
。

■
期
日
前
投
票

投
票
は
、
原
則
と
し
て
投
票
日
に
選
挙
人
が
投
票
所
へ
行
っ
て
投
票
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
投
票
当
日
に
や
む
を
得
な
い
用
務
（
仕
事
、
旅
行
、
レ
ジ
ャ

ー
等
）
の
た
め
、
投
票
所
に
行
く
こ
と
の
で
き
な
い
人
は
前
も
っ
て
期
日

前
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
期
　
間
　
　
８
月
31
日
d
か
ら
９
月
10
日
g

<

国
民
審
査
は
９
月
４
日
a
か
ら
９
月
10
日
g>

◇
時
　
間
　
　
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時

◇
場
　
所
　
　
金
浦
町
役
場
一
階
ロ
ビ
ー

◇
問
合
先
　
　
選
挙
管
理
委
員
会
（
T

38-

４
３
０
７
）

衆
議
院
議
員
総
選
挙
　
投
票
日
は
９
月
11
日
Â

ど
う
す
る
日
本

に
っ
ぽ
ん

？
あ
な
た
が
決
め
る
そ
の
一
票



＊
こ
の
広
報
紙
は
環
境
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

■
発
行
・
編
集
　
秋
田
県
金
浦
町
役
場
企
画
室
　
1（
〇
一
八
四

）三
八
｜
四
三
◯
◯
　
秋
田
県
由
利
郡
金
浦
町
金
浦
字
花
潟
九
三
｜
一
　
■
印
刷
所
　
酒
田
市
新
橋
一
丁
目
　
北
星
印
刷
株
式
会
社

Ò月お知らせカレンダー 金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13
14
15

エアロビクス教室　保健センター （10:00～）
健康相談　保健センター （9:30～11:30）
生命の貯蓄体操教室　保健センター（13:30～）

敬老会

エアロビクス教室　保健センター （10:00～）
健康相談　保健センター （9:30～11:30）
生命の貯蓄体操教室　保健センター（13:30～）

お達者会　元気百歳館 （13:30～15:30）

生命の貯蓄体操教室　保健センター（13:30～）
お話し会　町立図書館「こぴあ」幼児室

（10:30～11:00）

胃検診　 大竹ふくじゅ館 5:00～5:30受付

胃検診　 エニワン 5:00～5:30受付
にこにこ 保健センターで遊ぼう（9:00～12:00）

胃検診　 エニワン 5:00～5:30受付
３歳児健診　保健センター 12:40～12:50受付

胃検診　 保健センター 5:00～5:30受付

４・７・10・12カ月児健診　保健センター
胃検診　 保健センター　　 5:00～5:30受付
生命の貯蓄体操教室　保健センター（13:30～）

生命の貯蓄体操教室　保健センター（13:30～）

骨粗鬆症予防教室 9:00～10:00受付
ＪＡミニデイサービス　元気百歳館（10:00～）

16広報このうら金浦町ホームページ　http://www.chokai.ne.jp/copia

佐
　
藤
　
風
　
歌

（

健

）鳥
長
根

佐
　
藤
　
綾
　
奈

（
利
幸
）十
二
林

阿
　
部
　
竜
　
征

（

幸

）黒
　
川

小
　
林
　
奈
　
夏

（
喜
文
）塩
焚
浜

X

橋
　
キ
ミ
ヱ

（
71
歳
）浜
の
田

伊
　
勢
　
ヤ
ス
エ

（
92
歳
）浩
寿
苑

田
　
宮
　
　
　
Y

（
71
歳
）塩
焚
浜

竹
　
内
　
竹
治
郎

（
83
歳
）南
金
浦

佐
々
木
　
三
　
郎

（
98
歳
）黒
　
川

渡
　
辺
　
ミ
　
ツ

（
90
歳
）赤
　
石

佐
　
藤
　
正
　
二

（
62
歳
）塩
焚
浜

佐
　
藤
　
義
　
雄

（
84
歳
）堀
　
切

・
竹
　
内
　
　
　
智
　
様
（
南
金
浦
）

ほ
っ
と
一
息 

テ
ィ
ー
タ
イ
ム 

４日a 池田医院 （T43-3106）
11日b 加藤医院 （T35-2543）
18日a 象潟駅前皮フ科（T43-5252）
19日a 金病院 （T43-5522）
23日a 木村医院 （T43-3308）
25日a 伊藤医院 （T43-4171）

休日応急診療在宅当番医町の人口・世帯
平成17年７月31日

※人　口

男 2,343人（増３）

女 2,627人（増４）

計 4,970人（増７）

※世帯数

1,588戸（増３）
※象潟町役場（143－3200）でご確認ください。
診療時間は9時～12時です。象潟町医師会

●
広
報
紙
に
載
せ
て
ほ
し
く
な
い
方
は

届
け
出
の
際
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

●
広
報
「
こ
の
う
ら
」
は
音
読
テ
ー
プ

も
あ
り
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
企
画

課
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

ち
ゃん

さん
ち
ゃん

ふ
う
　
　
か

あ
や
　
　
な

お
た
ん
じ
ょ
う

お
め
で
と
う

慶
弔
だ
よ
り平

成
17
年
７
月
16
日
〜

平
成
17
年
８
月
15
日

さんさんさん

■
期
待
し
ま
し
ょ
う

に
か
ほ
市
誕
生
ま
で
残
り
わ
ず

か
と
な
り
ま
し
た
。「
歴
史
が
動
い

た
」
わ
け
で
、
こ
れ
か
ら
は
色
々

な
変
化
が
見
ら
れ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
広
報
「
こ
の
う
ら
」。
つ

い
に
最
後
と
な
り
ま
し
た
。
に
か

ほ
市
と
な
っ
て
も
、
い
つ
ま
で
も

故
郷
金
浦
を
愛
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

私
た
ち
も
皆
さ
ん
に
愛
し
て
い

た
だ
け
る
故
郷
で
あ
る
よ
う
に
が

ん
ば
り
ま
す
。

新
市
「
に
か
ほ
市
」
に
期
待
し

ま
し
ょ
う
！

さん さん

ご
め
い
ふ
く
を

お
祈
り
し
ま
す

社
協
一
般
寄
付
金

ち
ゃん

ち
ゃん

り
ゅ
う
　
せ
い

な
　
　
　
な

さんさん


